
日常の環境配慮行動と
住宅購入における省エネ設備導入意図との関連

生活文化学科 11461244

安藤ゼミ 青木英里奈



はじめに
現代社会の大きな社会問題のひとつ

住宅部門においても温暖化防止の対応が求められている

日常の環境配慮行動 本人への影響力 住宅購入における環境配慮行動

では、 日常の環境配慮行動の実行度と

住宅購入における環境配慮行動の実行度との関連は？
（省エネ設備導入の実行意図）
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目的

◆日常生活における環境配慮行動の実行度と
住宅購入における省エネ設備導入意図との関連を明らかにすること

◆住宅購入における省エネ設備導入意図の規定因の検討
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仮説
日常生活において環境配慮行動をよく実行している人ほど、
住宅購入において積極的に省エネ設備を導入しようとする。



方法
・質問紙調査

・対象者：住宅展示場に訪れた住宅購入を検討している人
（いた）

・調査期間：２０１４年８～１０月の休日

・回収部数（有効回答部数）：１０５部（１０１部）

・調査場所：毎日ハウジング奈良住宅展示場内
ＫＴＶハウジング和歌山総合住宅展示場内
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質問紙の構成
・属性（５項目）

・住宅購入について（３項目）

・日常の環境配慮行動実行度について（７項目）

・環境問題と省エネ行動の意識について（９項目）

・省エネ設備導入意図について（７項目）

・太陽光発電装置の設置検討有無について

・住宅購入における決定要因の重視度について（７項目）
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結果 省エネ設備導入意図の規定因

従属変数：省エネ設備導入意図

独立変数：日常の環境配慮行動、行動統制感、年齢、新築・既築、深刻性認知

（参照：レジュメ 表１．表２）
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日常の環境配慮行動実行度

省エネ設備導入意図

.216＊

.175†

注）＊ｐ＜.05 †ｐ＜.10

環境・エネルギー問題に対する

深刻性認知



考察 日常の環境配慮行動の実行度と
住宅購入における省エネ設備導入意図との関連

日常生活において環境配慮行動をよく実行している人ほど、
住宅購入において積極的に省エネ設備を導入しようとする。

という仮説は支持された。

⇒日常的に環境配慮行動を実行している人は、
住宅購入における省エネ設備導入の実行に対する負担や
影響の大きさによって、実行意図が抑制される可能性が低い
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考察 日常の環境配慮行動の実行度と
住宅購入における省エネ設備導入意図との関連

共通点

・最終的に自らの利益につながる

・環境保全できる

⇒日常生活においても住宅購入においても
省エネ行動を実行（しようと）する人は

先にある利益を見据えて行動実行を意図する
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今後の展望
住宅購入において省エネ設備の導入を促進させるためには、

◎省エネ設備を導入する消費者にメリットとなる政策を推進・拡大する
（ex：エコポイント、補助金）

◎学校教育において、環境教育を充実させる
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省エネ設備
導入

省エネへの
関心が高まる

省エネ行動実
行度が上がる

地球温暖化の防
止


